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 第 1 章の序に続いて、第 2 章、第 3 章では、それぞれ『確かなピアノテクニック習得の
ための必須の教則本』（1929）、『毎日の教則本』（1960）について分析を行う。第 4 章では、
約 30 年差で作られた 2 つの教則本について、習得を目指すテクニックを検討・整理し、そ
の結果を比較することで、2 つの教則本の内容にどのような変化が見られるのかを検討し
た。ここで、『毎日の教則本』において、内容の洗練が見られることが判明する。 
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An analysis of piano education by Ernő Dohnányi 





The purpose of this study is to verify what Dohnányi emphasized and aimed for in his piano 
education, and to evaluate the usefulness of the Daily Finger Exercises for the Advanced Pianist, 
which is his compilation of his piano education. Furthermore, this study also analyses, and 
compares Dohnányi’s work with other piano etudes by Josef Pišna and Alfred Cortot. 
In Dohnányi’s life, education had an important meaning, but he has only been studied as a 
composer; there are no studies that have focused on his education. Hence, this author decided to 
conduct a study on these finger exercises. 
After the Introduction in Chapter 1, Chapter 2 analyses the Essential Finger Exercises for 
obtaining reliable (sure) piano technique (1929). In Chapter 3, the Daily Finger Exercises for the 
Advanced Pianist (1960) is analysed. Next, we analyse and compare the two finger exercises in 
Chapter 4 and try to identify the differences between them. We find that the Daily Finger Exercises 
for the Advanced Pianist mentions ‘polish up’ in the contents. 
In Chapter 5, we compare Dohnányi’s work with the Technical Studies – 60 Progressive 
Exercises for the Piano (1887) by Pišna and the Rational Principles of Pianoforte Technique (1928) 
by Cortot. We compare these three books, which were written in the same tendency, to examine the 
similarities and differences between them and clarify the characteristics of the Daily Finger 
Exercises for the Advanced Pianist. 
In Chapter 6, it is concluded that the Daily Finger Exercises for the Advanced Pianist is 
specialized for finger training, and hence strengthens fingers. However, even though it is 
apparently ‘for the Advanced Pianist’, it is useful for all pianists because Dohnányi believed in 













キーワード：ドホナーニ・エルネー ピアノ教育 教則本 テクニック 
１ 序 
 ハンガリーの音楽家、ドホナーニ・エルネー Dohnányi Ernő (1877–1960)は、20 世紀ハ








1913 左手または両手のためのフーガ Fugue for piano for left hand or two hands 
1916 6 つの演奏会用練習曲 Six concert etudes Op.28 
1929 確かなピアノテクニック習得のための必須の教則本（以下、『必須の教則本』） 
A legfontosabb ujjgyakorlatok a biztos zongoratechnika elsajátítására 
Essential Finger Exercises for obtaining a reliable (sure) piano technique 
1950 上級ピアニストのための 12 の短い練習曲 
Twelve short studies for the advanced pianist 
1960 上級ピアニストのための毎日の教則本（以下、『毎日の教則本』） 





セフ・ピシュナ Josef Pišna (1826 – 1896)の『60 の革新的練習曲 Technical Studies – 60 
Progressive Exercises for the Piano』(1887)、アルフレッド・コルトー Alfred Cortot (1877 – 
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２ 『必須の教則本 Essential Finger Exercises』の分析 
 1929年 6月にブダペストで完成され、ハンガリーのロージャヴルジ社 Rózsavölgyi & Co. 
から 1929 年に出版された。自筆譜の所在地は不明。 
計 40 曲が 1 冊にまとめられ、Ⅰ「指の独立と強化のための練習 Exercises for the 
independence and the strengthening of the fingers」(No.1~17a)、Ⅱ「音階と和音 Scales and 




No.3~6 は 1 小節内で保持音が移動し、2 声的に扱われている。No.9~11 も保持音を伴うも
のであるが、和音を用いた練習である。ここで「暗譜を容易にするための計画 Scheme for 
















図 1 P.11 下部より 
譜例 2 において、各和音の最初に出てくる保持音の指番号のみをまとめている。 
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No.12~13b が保持音を伴わない単音の練習、No.14 は第 1 指のくぐり抜けおよび手首の回
転、No.15 は単音連打の練習である。No.16 から和音を伴う練習となり、No.16、16a は和
音の中の1音だけを強く弾く練習、No.17が和音連打、17aが和音のトレモロとなっている。 
第 1 部では、「全調で練習すること to be practiced in all other keys (P.9 No.8)」と指定され
ている曲も存在するが、基本的に同じポジション1である調は練習が重複しないように考え
られている。例えば、各調の主音から第 5 音までを用いる No.2~7 において、C: Des: D: Es: 




た、「他のポジションでも練習すること To be practiced also in other positions (P.20 No.16)」
という表記のある曲もあり、こちらも効率を重視していることがわかる。 
 
譜例 3 No.2 における C dur、G dur、a moll、d moll の比較（筆者作成） 
すべてが白鍵で済むことから、この 4 調は同じポジションであるとみなされる。 






Ⅱ「音階と和音」は、片手ずつの音階練習、両手で 6 度、10 度となる音階練習、反進行
の音階や両手を交差させての音階（右手が低音側）、アルペジオの練習など、様々な要素を
含むものである。No.24 と 25a は和音をつかむ練習であり、展開形を弾く練習となってい
る。No.24 では、分散和音で練習するために、a) ~ d)の 4 パターンが記載されている。No.25a
も和音の展開形を弾く練習であるが、1 オクターヴ以上の跳躍を含み、No.24 より難度が高





No.28~30、34、38、40 は音階練習、No.28、29 が 3 度の重音、No.30 が 4 度と 5 度、No.34
が 6 度、No.38、40 はオクターヴとなっている。また、この部の多くの曲において、練習
方法が表記されている。ドホナーニは「6 度のスケールを全調で練習することは全く必要
ない。半音階を長 6 度と短 6 度で練習することが効果的である。 It is absolutely unnecessary 
to practice the very difficult scales in double sixths in all keys. The chromatic scale in major and 
minor sixths is sufficient. (P. 44 No.34)」と述べ、練習の効率に触れている。 
                                                        
1 P.20 No.16 において、ドホナーニは「黒鍵と指の位置関係」という意味でポジションという言葉を用い
ている。そこで、ここでもポジションという言葉を用いた。 
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３ 『毎日の教則本 Daily Finger Exercises』の分析 
1960 年 1 月にフロリダのタラハシーで完成され、ミルズミュージック社 Mills Music Co. 
から、ドホナーニの没後、1962 年に出版された。自筆譜は大英図書館に存在する（請求番
号：Add MS 50805 A-B）。この教則本は 3 巻で構成されており、Ⅰ「指の独立と強化のため
の練習」、Ⅱ「音階と分散和音」、Ⅲ「重音奏法」に分けられている2。また、それぞれの巻





る。この第 1 巻において、両手で同時に弾く曲は No.13、17 のみである3。 








と 2-5 については省略したと考えられる。また、長 2 度と短 2 度のトリルを用いているが、
白鍵と黒鍵の位置関係や指の組み合わせのすべてを網羅している。No.18~24 は、同じよう
な音型を繰り返していく内容であり、左右ともに No.18、19 は第 3-5 指、No.20、21 は第
2-5 指、No.22~24 は 5 本の指を使う。これらの曲は、弾き進めているうちに転調をするよ
うに書かれており、曲の最後まで弾き切ればすべての組み合わせを練習できるように作ら
れている（譜例 4）。そのため、「全調で練習すること」といった指示はない。 
No.25~28 は、第 1 指を一切使わない曲となっている。第 1 指を用いない代わりに、第 3
指もしくは第 4 指が他の指を乗り越える曲という、他の教則本にはあまり見られない特徴









4 コルトーの『ピアノテクニックの合理的原理』には存在する。本稿第 5 章にて後述する。 
5 ドホナーニは「ルドルフ・クロイツァーによる After Rudolf Kreutzer（P.31 上部）」と書いており、こ
こで使われている 16 分音符の旋律は、ルドルフ・クロイツァー Rudolf Kreutzer (1766 - 1831）からの借
用である。1796 年に出版された、ヴァイオリンのための『練習曲もしくは奇想曲 Etudes ou Caprices』の
第 2 番より Allegro Moderato の部分を用いており、そこにドホナーニが新たな声部を加えた。No.29a は右
手用で、ドホナーニの対旋律はすべて下声となっており、No.29b は左手用で、対旋律は途中で上声から
下声へ移っている。 
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第 2 巻は、基本的な在り方としては『必須の教則本』の第 2 部と共通であるが、そこに
あった和音の跳躍の要素が省かれており、音階と分散和音に特化した巻である。No.1 は強




例 6）、2 種類の指づかい8による半音階と続く。No.5 からは分散和音・アルペジオに焦点
が当てられ、この巻の最後の 2 曲である No.12a)と 12b)は、分散オクターヴによる音階と
なっている。第 1 巻で触れた曲中で転調していく仕組みは、この巻の No.2、No.3、ならび
に No.5 以降でも見られる。 
 






第 3 巻は様々な重音奏法を取り扱うものである。冒頭の 4 曲は、指の独立・強化を目的
としており、No.1 は保持音を伴った練習で、第 1 巻の前半と似た要素を持つ。No.2 は 3
度の重音の連続であり、同じ音型を様々な指づかいで、連続した 3 度の重音を弾く練習と
なっている。No.3 は、4 つの音から構成される和音において下から 1、3 番目の音、2、4
番目の音という組み合わせで交互に弾く練習、No.4 は外声と内声 2 音ずつを交互に弾く練
                                                        
6 交差によって、右手が低音側を弾くこととなる。なお、どちらの手が上にくるかは指定されていない。
ドホナーニは「手を交差させて音階を弾くということは、素晴らしい練習である。It is an excellent study to 
play scales with crossed hands.（第 2 巻 P.3 No.2）」と記載している。 
7 常に第 1 指から第 5 指までのすべての指を使った後、手首のポジションを移動させる。 
8 2 つめの指づかいについて「十分な練習の後、この指づかいはとても速い半音階を弾く際に最適である。 
After sufficient practice this is the best fingering for very fast chromatic scales.（P.12 下部）」と書かれている。 
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習である。ここまでの 4 曲は第 1 巻、第 2 巻と同様に曲中で転調していく。 
No.5 以降は 3 度重音の音階のみを取り扱っている。そして、それぞれ 2 種類の指づかい
の提案が見られる。指づかい A とされているものは、第 3 指の大きな移動が 1 オクターヴ
内に 3 回あるもの、指づかい B は 1 オクターヴ内に 2 回あるものとなっており、いずれも
細かく示されている。その 2 種類の指づかい（譜例 7）について長所短所が記載されてい
るため、状況によって使い分けることを勧めていると考えて良い。両方の指づかいで 3 度
の音階全調を弾くことになるが、指づかい A は各調 1 種類ずつの指づかいが提示されてい
るのに対し、指づかい B では、c: D: d: Es: F: G: g: A:の各調において、2 種類の提示となっ
ている。その 2 つの指づかいの違いは、どこで第 1 指をスライドさせるか、すなわちどこ
で第 1 指を連続させるかということである。 
その後、短 3 度の重音による半音階、長 3 度による半音階を取り扱ってこの曲集は締め





譜例 7 第 3 巻 P.9 より 
1 ページ分のスペースを用いて、文章付きで丁寧に示されている。 
○で囲まれている部分は第 3 指に特に大きな移動が求められる箇所である。 
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４ 『必須の教則本』と『毎日の教則本』の比較（表 1 参照） 















れた。指の乗り越えについては第 1 指を使わない点、2 声の弾き分けについては、クロイ
ツァーの『練習曲もしくは奇想曲』から借用している点が特徴である。 
 



















                                                        
9 前述の通り、『毎日の教則本』の章題は筆者がつけた。 
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本』にはなかった、3 度の指づかい 2 種類や長 3 度の半音階が追加されており、3 度の重音
という視点で見るとかなり充実したものである。『必須の教則本』では、3 度の音階がわず
か 2 ページ分しかないが、『毎日の教則本』では 23 ページに増え、全 24 調すべてを 2 種類
の指づかいで楽譜として示しており、3 度の重音による音階を重視したものとなっている。 
 





５－１ 3 者の共通点 
ドホナーニに見られる「指の独立と強化」、「音階と和音」、「重音奏法」という内容は、
ピシュナ、コルトーにも含まれている。 











 最後にドホナーニ第 3 巻に該当する部分の共通点について考えてみる。ここでは重音を
取り扱っており、どの教則本にも 3 度の重音ならびに 3 度の半音階が含まれている。3 度
の重音については、3 者とも、保持音を伴うものと伴わないものの 2 種類に必ず取り組む
ように作られている。これは、第 1 巻の指の独立・強化に対するアプローチと整合性が取










まず、限定した指の独立・強化であるが、これは 5 本すべての指を使わずに、3 本ない
しは 4 本といったように、特定の指のみを使い、独立・強化を目指す練習である。ドホナ



























長 3 度ならびに短 3 度の半音階についても、コルトーはより多くの指づかいを提示して
おり、様々な可能性を提示し練習することで、より確実なテクニックを身に着けさせよう
としている様子が伺える。ドホナーニは長 3 度の半音階に対して 1 種類、短 3 度に対して
2 種類の指づかいを提示しており、彼が考えた最も有効である指づかいに洗練されている。 










5本指の独立(単音・保持音あり) 1a)~6b) 単音 1~6, 8, 9 単音 Ⅰ.A 単音





25, 25Ⅰ , 25Ⅱ  左
27, 27Ⅰ , 27Ⅱ  右
Ⅳ.B




5本指の独立(和音・保持音あり) 14~16 減7の和音 25, 25Ⅰ , 25Ⅱ  右 Oct＋1もしくは2音
27, 27Ⅰ , 27Ⅱ  左
46左, 47右 減7の和音
トリル(1-2, 1-3, 2-3, 2-4, 3-4, 3-5, 4-5 17 52, 58 1-2, 4-5の指のみ Ⅰ.C.8a~8c 3本指によるトリル含む
の組み合わせ)
Ⅰ. C.7a~7c 装飾音の音型による練習
3～5指の独立・強化(保持音なし) 18a~19b 7 保持音あり
2～5指の独立・強化(保持音なし) 20a~21b 12 保持音あり





指の乗り越え 25~28 第1指不使用 Ⅰ.C.4a, 4b
10 第1指を軸とした手首の回転 Ⅱ.B.2a, 2b, 7b 第1指を軸とした手首の回転
Ⅱ.A 第1指の可動域および機動性
14 第1指の移動 Ⅱ.B.1a, 7a
Ⅰ.C.1a~3c 指の移動(第1～5指)




【15】 同音連打(単音・5本指で) Ⅰ.C.6d 同音連打(単音・5本指で)
【17】 同音連打(和音) Ⅴ.B.7 同音連打(和音)
ポリフォニー 29a, 29b 2声レガート(片手ずつ) 57, 60 4声(両手) Ⅲ.C 2～3声(片手ずつ)





























様々な調の音階・両手反進行 3 42, 46右 , 47左 平行・反進行含む Ⅱ.B.6
様々な調の旋律短音階・両手反進行 4 33 Ⅱ.B.6
34
平行移動による音階 (12P前半) Ⅱ.B.5
半音階(片手ずつ) (12P後半) 48 両手(後半に声部の追加) Ⅱ .C.1a, 1b, 1c, 1d, 2
減七・属七の分散和音(両手反進行) 5a), 5b) 16分音符 Ⅱ.C. 3 片手ずつ
様々な分散和音(両手反進行) 6a), 6b) 16分音符 Ⅱ.C. 3 片手ずつ
Ⅱ .C.合成音句における親指の移動(P.32~34)
30右, 31左 分散和音(弾き直す音以外保持 )
Ⅴ. A. 手首のテクニック
様々な分散和音(単音・片手ずつ) 7 16分音符 51 両手・重音含む Ⅱ.C. 3 片手ずつ
※以下すべて単音・片手ずつ 8 16分6連符
様々なアルペジオ 9a), 9b) 8分3連符 59 16分13連符 Ⅱ .B.10, 10b, 11
様々なアルペジオ 10 16分音符 Ⅱ.B.11
減七・属七のアルペジオ 11 16分音符 Ⅱ.B.11
音階・分散オクターヴ 12a), 12b) 16分音符 37 6度重音など含む Ⅴ.C.3a 16分音符
44, 44Var.　右 16分音符3連
45, 45Var.　左
3度(保持音あり)・両手 1 21 保持音移動なし Ⅲ.A.2(3度)
23 保持音移動
3度(保持音なし)・片手ずつ 2 38, 40 両手 Ⅲ.A予備(No.5の前)









【38】 オクターヴ音階 35a, 35b　左 オクターヴ音階(一部) Ⅴ.C.1d オクターヴ
36a, 36b　右
短3度半音階 (32P前半) 48 Var.Ⅰ左 , Ⅱ右 指づかい異なる Ⅲ.B.1C, D 演奏会用運指
49左, 50右
長3度半音階 (32P後半) Ⅲ.B.1C, D 演奏会用運指
49Var.左, 50Var.右 短6度半音階 Ⅲ.B.1H 短6度半音階
【30】/【34】 Ⅲ .B.1C, D, H以外 半音階(短3・長3・短6度以外)
【40】 Ⅴ.A.5(P.80) 交互のオクターヴ






【39】 53 オクターヴによる分散和音 Ⅴ.C.5B オクターヴによる分散和音
【24】 41左, 43右 Ⅴ.A.2(P.78) オクターヴ・和音の跳躍
Ⅴ.B.3, 7以外 水平・垂直運動の組み合わせ
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